





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































父とされるパットー は、『テガー ンゼー 修道院譲渡証書』,,Tb"rns"rTiaditionen"
の1003-1011年の証書に現れる"fiscalisadvocatusPatto"[レー エンの保持者















































































先ずノイブルク家系では、ジボトー 1世(1067/68年テガー ンゼー 修道院の















































































































ラー ト(1257/58-1260年死亡)、娘のアー デルハイトがあった(48)。ジボトー 6
世とコンラートの兄弟はノイブルクーファルケンシュタイン家系の最後の男系
の代表者であり、この兄弟をもってこの家系の男系は断絶した(49)。彼らの生
前に、この家系は急速なまた完全な没落の状態に立ち至ったのである。娘の
アーデルハイトは初婚でオーストリアの自由人貴族ベルトルト・フォン・ポッ
テンシュタインBertholdvonPottensteinと結婚した後、オー ストリアのミニス
テリアー レ、ハインリツヒ・フォン・キュー ンリングHeinrichvonKuengingと
再婚した(50)。この再婚が原因となって、アーデルハイトは自由人貴族の父祖
が伝承してきた遺産のすべてを放棄するとともに(5')、アーデルハイトの子孫
の身分はミニステリアーレ身分に降下した(52)。アーデルハイトとハインリッ
ヒ夫妻の間には､娘オイフェーミアEuphemia・フォン・キューンリングが
あった(53)。オイフェーミアはオーストリア大公の別のミニステリアーレ、
ルー ドルフ・フォン・ポッテンドルフRudolfvonPottendorfと結婚した(54)。オ
イフェーミアの叔父、つまり上記のコンラートは1245年バイエルンとオース
トリアにあるファルケンシュタイン伯の全財産をフライジング司教に売却した
が(55)、オイフェーミアはコンラートの死亡後へルンシュタイン城塞を蟇奪
し、また裁判官の判決に反して、成功裏に引渡しを拒絶した(56)。この時か
ら、へルンシュタインは1380年にオーストリア大公に売却されるまで、長期
に亙りポツテンドル家の手に掌握された(57)。
次に、ジボトー4世の弟、ヘラント2世の系統に関して。ヘラント2世が
1155年頃に死亡した時、寡婦ゾーフイアとの間に、ジボトー・フォン・アン
トヴォルトAntwort、ヘラント3世HerrandⅢ、ユー ディットJudithの3人の
小さな子どもが遺された(58)。ジボトー.フオン．アントヴオルトは1170年
頃、ヘラント3世は1176年頃にそれぞれ嗣子を遣さずに死亡した(59)。娘の
ユーデイットは初婚でレーゲンスブルク司教のミニステリアーレ、ニツオー・
フォン・ライテンブーフNizovonRaitenbuchと結婚し、息子コンラートと娘
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(名前不詳）を儲けている(60)。またユーデイットはアルベロー4世・フォン・
ボックスベルクAlberoIV.vonBocksbergと再婚し、息子アルベロー ・ヴオル
フ5世AlberoWolfV.を儲けている(6')。
次に、ジボトー4世の叔父、つまりジボトー4世の父親ルードルフの兄弟の
系統に関して。上述のレギノルトは嗣子を遺していない。同じく上述したヴオ
ルフカーはオットーOttoとラザリウスLazariusの二人の庶子を儲けている
(62)。この二人の息子はミニステリアーレンとなっているので、その母親は貴
族女性ではなかった(63)。レギノルトとヴオルフカーの姉妹アーデルハイトは
ポー トー ・フォン・ポッテンシュタインPotovonPottensteinと結婚し、二人の
息子ルー ドルフとヘラント、娘クニグンデKunigundeを儲けた(64)。クニグン
デはアドモントAdmom修道院の修道女となった。
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J.B.Freed,TheCountsofFalkenstein,S､24を基に作成
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(1)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,Nr.181a.
(2)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.73*.
(3)RAcht,DieTraditionendesKlostersTbgemseelOO3-1242,1952,Nmla.
(4)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkenstemensis,S.73*f
(5)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.74*.ヴアイアルン修道院の建
立が1133年であったことについて、J.B.Freed,TheCountsofFalkenstem,
S.19-20;WRbseneIBBeobachtungenzurGrundherrschaft,S.124f;Ders.,Co-
dexFalkensteinensis,S.41;GeorgDehiO,HandbuchderDeutschenKunstdenk-
maler:BayernW:M伽chenmdOberbayem,2006,S.1385を参照。
(6)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.75*.
(7)G.Umlauf;GrundmdBodenimCodexFalkensteinensis,S.2.
(8)F.Andrelang,LandgerichtAibling,S.166.
(9)J.B.Freed,TheCoumsofFalkenstein,S.28.
(10)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.76*.
(11)WRbseneIBBeobachmngenzurGrundherrschaft,So124.
(12)J.B.Freed,TheCountsofFalkenstein,S.28鉦,35.1215年まで、教会法
上、パレンテー ル式計算方法Parentelenordnung(カノン法式＝ケルマ
ン式）による7親等までの血族間の婚姻が禁止されたことについて、
H・Mitteis,DemschesPrivatrecht,einStudienbuch,neubearb.vonH.Lie-
berich,3.dUrchgeseheneunderganzteAufl.,1959,S.47,51[ハインリツ
ヒ・ミッタイス著、世良晃志郎・広中俊雄共訳『ドイツ私法概説』、
1961年、110頁以下、120頁以下];HE.Feine,KirchlicheRechts-
geschichte,5.,durchgeseheneAufl.,1972,S.432,ノ、ンス・ヴエルナー・
ゲッツ著、轡田收・川口洋・山口春樹・桑原ヒサ子訳『中世の日常生
活』、1989年、55頁、エーデイット・エンネン著、阿部謹也・泉眞樹
子共訳『西洋中世の女たち』、1992年、167頁を参照。パレンテール
式計算方法によれば、パットーが両家系の共通の始祖であるとする
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(13）
(14）
(15）
(16)
(17）
(18）
(19）
(20）
(21)
(2）
(23）
(24）
(25）
(26）
(27）
と、両家系の親等は2親等であり、ルードルフとゲルトルーートの結婚
は明らかに婚姻障害に該当する。
J.B.Freed,TheCountsofFalkenstein,S､35.
E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,Nr.3.この箇所で、ジボトー4
世は、自身の家系はガイスルバッハGeislbachにある世襲財産（ハン
トゲマール）をハウンスベルクHaunsberg家及びブルックベルク
Bruckberg家と一緒に所有すると語っている。
E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.75*.
J.B.Freed,TheCountsofFalkenstem,S､23*-27*.
パットーに関して、J.B.Freed,TheCountsofFalkenstein,S14fを参照。
J.B.Freed,TheCountsofFalkenstein,S.14f,19f
Th.Bitterauf(Hrsg.),DieTraditionendesHochstiftsFreising,Bd､2
(926-1283),1909,Nr.1648e.F.Andrelang,LandgerichtAiblmg,S.167;W
Rbsener)BeobachtungenzurGrundherrschaft,S.124も参照。
奥方アーデルハイトに関してF.Andrelang,LandgerichtAibling,S.61;
J.B・Freed,TheCoUntsofFalkenstem,S.20を参照。
』.B・Freed,TheCountsofFalkenstein,S､20f
F.Andrelang,LandgerichtAibling,S.61;J.B.Freed,TheCountsofFalken-
stem,S.20.
J.B.Freed,TheCountsofFalkenstem,S､20f
F.Andrelang(Bearb.),LandgerichtAibling,S.61;J.B・Freed,TheCountsof
Falkenstein,S.14;WR6seneIBCodexFalkenstemensis,S.41.
J.B.Freed,TheComtsofFalkenstein,S.21.ヴアイアルン修道院及びノイ
ブルクーファルケンシュタイン家系が所有する4つの城塞などの位置
について、本節の末尾の地図を参照されたい。
SalzburgerUrkmdenbuch,Bd.n,Nml58.
J.B.Freed,TheCountsofFalkenstein,S・14.
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(28）
(29）
』.B｡Freed,TheCountsofFalkenstein,S.26．
M.A.Becker(Hrsg.),HernsteininNieder6sterreich,n-2,S.26;J.B.Freed,
TheCountsofFalkenstein,S.22.
F.Andrelang,LandgerichtAibling,S.169.
WR6sene喝BeobachtungenzurGrundherrschaft,S.125.
RAcht,DieTraditionendesKlostersTbgemsee,Nrbl36(1092-1113年):証人
の一人としてChonodeHenPantisperch[クー ノ・フォン・ヅ、ルンシュタ
イン〕・
MA.Becker(Hrsg.),HernsteininNieder6sterreich,I-2,S.26.
J.B.Freed,TheCountsofFalkenstem,S.16(Tablel.TheCountsofWeyam-
Falkenstein),S.27.
F.Andrelang,LandgerichtAibling,S.61;E.Noichl(Bearb.),CodexFalken-
steinensis,S.76*;J.B.Freed,TheCountsofFalkenstein,S.29;WRiisenel;
CodexFalkenstemensis,S､43.
RAcht,DieTifaditionendesKlostersTbgemsee,Nr.165(1121年3月-1126
年):comesRodolfils[伯ルー ドルフ〕．J.B.Freed,TheCountsof
Falkenstein,S.29も参照。
F・Andrelang,LandgerichtAibling,S・168;WR6sener)Beobachmngenzur
Gnmdherrschah,S.125.
WR6seneIBBeobachtungenzurGrundherrschaft,S.125.
F・Andrelang,LandgerichtAibling,S.169;WR6sen"Beobachtungenzur
Grundherrschaft,S・123.
F.Andrelang,LandgerichtAibling,S.61;W.R6sener,Beobachmngenzur
Grundherrschaft,S.123f
WRKisenerbBeobachtungenzurGrundheITschaft,S.124.
F.Andrelang,LandgerichtAibling,S.166;WR6senerjBeobachtungenzur
Grundherrschafi,S.124.
(30）
(31）
(32）
(3）
(34）
(35）
(36）
(37）
(38）
(39）
(40）
?????
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(43)F.Andrelang,LandgerichtAibling,S､61;WR6sener,Beobachmngenzur
Gmndherrschaft,S.124.
(44)F.Andrelang,LandgerichtAibling,S.175;J.B.Freed,TheComtsofFalken-
stein,S.11;WRiisener,BeobachtungenzurGrundherrschaft,S.124f,128;
Ders.,CodexFalkensteinensis,S､41．
(45)J.B.Freed,TheCoumsofFalkenstein,S.45;WRijseneriBeobachtungenzur
Grundherrschaft,S.142;Ders.,CodexFalkensteinensis,S､35.
(46)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.60*;J.B.Freed,TheCounts
ofFalkenstein,S.16(Tablel.TheCountsofWeyarn-Falkenstein)"
(47)J.B.Freed,TheComtsofFalkenstein,S.45,58.
(48)ENoichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.80*;J.B.Freed,TheCountsof
Falkenstein,S､58
(49)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.79*;J.B.Freed,TheCountsof
Falkenstein,S.58ff;WRiisenerjBeobachmngenzurGrundherrschaft,S.142.
(50)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.80*undAnhanglVorbe-
nlerkungzuNr､5;J.B.Freed,TheCountsofFalkenstein,S.61.
(51)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,AnhangIWrbemerkungzu
Nr.5(S.168);J.B.Freed,TheCountsofFalkenstein,S､61.
(52)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.80*;WRtiseneriBeobachtun-
genzurGrundherrschaft,S.142.
(53)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.82*;J.B.Freed,TheCountsof
Falkenstein,S.61.
(54)J.B.Freed,TheCountsofFalkenstein,S.61;WRbseneLBeobachtungenzur
Gnmdherrschaft,S.144.
(55)M.SpindleLDieAnfangedesbayerischenLandesfiirstetums,S.35.
(56)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.82*.裁判官の判決に関して、
M.A.Becka(Hrsg.),HemsteinmNiedertisteneich,n-2,Beilagenn,S.437征を
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参照。
(57)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.82*;J.B.Freed,TheCoumsof
Falkenstein,S.61;WR6senerlBeobachtungenzurGrundherrschafi,S.144.
(58)J.B.Freed,TheCountsofFalkenstein,S.46.
(59)J.B.Freed,TheCountsofFalkenstein,S.17(Tablel.TheCountsofWeyarn-
Falkenstein).
(60)ENoichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,Nr.151(RegestundVorbe-
merkung),Nr.157(RegestundVorbemerkung);J.B.Freed,TheCountsof
Falkenstein,S.48.
(61)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,Nr.171(RegestundVorbe-
merkung);J.B.Freed,TheCoumsofFalkenstein,S.48.
(62)J.B.Freed,TheCoumsofFalkenstein,S.16(Tablel.TheCountsofWeyarn-
Falkenstein).
(63)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,Nr.2(Vorbemerkung);J.B.Freed,
TheCoumsofFalkenstein,S､65.
(64)J.B.Freed,TheCoumsofFalkenstein,S.16(Tablel.TheCoumsofWeyarn-
Falkenstein),S.49,51.
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Ⅳ、むすび
最後に、これまでの考察により明らかになった事柄を整理し、併せてノイブ
ルクーファルケンシュタイン家系の没落に言及して、この小稿を終えることに
したい。先ずファルケンシュタイン証書集に関して、これは中世盛期の世俗グ
ルントヘルシャフトの歴史と財産の唯一現在にまで伝承された重要な史料であ
り、特に経済史を始めとする歴史学の諸分野において考察の対象とされてき
た。その作成の機縁を与えたのはノイブルクーファルケンシュタイン家系のジ
ボトー4世、成立年代は1166年夏であり、成立の場所はジボトー4世自身がそ
のフォークトを務めたオーバーバイエルンのへレンキームゼー修道院であっ
た。この証書集はその後も1196年頃まで書き続けられた。この最初のラテン
語写本『CF証書集』は1190年代の後半期にドイツ語に翻訳され、それ以後ラ
テン語写本はドイツ語写本に取って代わられた。今度はこのドイツ語写本が
1231年まで書き続けられていった。ところが、その後ドイツ語写本は17世紀
末期に忽然と姿を消し現在もなお行方不明になっており､現在まで伝承されて
いるのは、ラテン語写本のみである。『CF証書集』の内容は、多様かつ多面的
であり、家系と家族の記録集の性格をもつ。特に全体のほぼ3分の1と最大の
分量を占める徴税台帳の部分が、ファルケンシュタイン伯の4つの自由所有城
塞、つまりノイブルク、ファルケンシュタイン、ハルトマンスベルク、へルン
シュタインを基準として編成・記述されており、このことは、城塞支配権の観
点から見て死活的に重要な点として特筆されなければならない。
系譜に関して、前節で明らかになったヴァイアルンーノイブルク家系と
ファルケンシュタインーヘルンシュタイン家系双方の系譜を図示すれば、次の
ようになる。
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上述したように、ジボトー4世自身が提示した系譜は、自身の両親、祖父、
曾祖父のみであった(1)。このジボトーによる系譜を、ここに示した系図と対
比するならば、明らかにジボトーによる系譜に省略があることが分かる。この
関連で、』．B・フリードはヴァイアルンーノイブルク家系とファルケンシュ
タインーヘルンシュタイン家系が始祖パットーから分かれた同族であることを
前提とし、「ジボトー4世の両親－彼らは又いとこであるが－の結婚は、
教会法への明らかな違反であった。彼らと教皇党との密接な結びつきにもかか
わらず、ヴァイアルン家系とファルケンシュタイン家系はこのデリケートな問
題についての教会の教えを完全に無視した」と述べて(2)、ジボトー4世による
省略の理由を、両親の婚姻が教会法上の婚姻障害に該当することを隠したこと
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に求めている(3)。この見解は魅力的だが、パットーが両家系の共通の始祖で
あるとする前提が成立して初めて認められる仮説だと言わざるをえない。
両家系の身分に関して、上述のようにヴァイアルンーノイブルク家系のジボ
トー1世とジボトー2世のいずれかが1080/85年頃に「ヴアイアルンの伯」と
して現れた(4)。これに対して、フアルケンシユタインーヘルンシユタイン家
系はルードルフに至ってヴァイアルンーノイブルク家系のゲルトルートとの婚
姻を通じて初めて伯の称号を名乗り､身分的上昇を成し遂げるに至った｡ルー
ドルフ以前に、その父親も兄弟もかつて伯として確認されたことがなく、また
ルードルフ自身でさえこの称号を名乗ったのは、時折のことにすぎない。した
がって、ヴァイアルンーノイブルク家系はファルケンシュタインーヘルンシュ
タイン家系よりも上位のより良い身分をもつ家系であった。同時に、これも上
述したように、ルードルフはヴァイアルンーノイブルク家系の女性相続人ゲル
トルートとの結婚によって両家系の膨大な所領を統合し、かくしてファルケン
シュタインーヘルンシュタイン家系は権勢の面でも12世紀中葉以後オーバー
バイエルン領域で最も強力な貴族家系の一つへと台頭していった(5)。父親
ルードルフからこの権勢と所領、さらに伯の称号をも継承した相続人ジボトー
4世が作成させた『CF証書集』は、ファルケンシュタインーヘルンシュタイ
ン家系の絶頂に到達した権勢と富裕を極めて具体的に証言するものなのである(6)。
ただし、この家系は13世紀中葉にさしかかる頃に、当時のバイエルンの大部
分の豪族と共通の運命を辿り、大公たるヴイッテルスバッハ家の粘り強い領国
政策の犠牲となった。
最後に、ファルケンシュタイン家系の没落について簡単に述べておきたい。
ジボトー4世の孫にしてジボトー5世の二人の息子、ジボトー6世とコンラー
トがこの家系の最後の男系であるが、この兄弟をもって家系の男系が断絶した
ことはすでに述べた通りである(7)。ジボトー6世とコンラートは、一方で父親
ジボトー5世のバイエルン大公に対する友好的な政策を放棄し、他方ではバイ
エルン大公と敵対するアンデクスーメラーニエンAndechs-Meranien大公と同
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中世盛期バイエルンの貴族ファルケンシュタイン伯の城塞支配権序説
盟するに及んだ(8)。この態度の転換によってジボトー6世はバイエルン大公か
ら敵視され、1245年2月1日よりも前のある時点でバイエルン大公とアンデ
クスーメラーニエン大公の戦闘の折に殺害された(9)。他方の残った弟コン
ラートは1260年10月30日までに死亡した('0)。またフアルケンシュタイン家
系の全支配権と所領は、結局のところコンラート死亡の直前頃以後に、バイエ
ルン大公によって没収された('')。こうしてファルケンシュタイン家系の男系
が断絶すると同時に、その支配権と所領もまた解体する事態に帰着した。
(1)上述49-51頁。
(2)J.B.Freed,TheCountsofFalkenstein,S.28
(3)J.B.Freed,TheComtsofFalkenstein,S.14,35.
(4)上述53頁。
(5)上述56頁。
(6)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.82*.
(7)上述56頁以下｡
(8)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.80*;J.B.Freed,TheCountsof
Falkenstein,S､58,62;WR6senel;BeobachmngenzurGrundherrschaft,S.143.
(9)ENoichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.80*;J.B.Freed,TheCountsof
Falkenstein,S.59.
(10)E.Noichl(Bearb.),CodexFalkensteinensis,S.81*;J.B.Freed,TheCountsof
Falkenstem,S.60;WR6seneLBeobachtungenzurGmndherrschaft,S.144.
(11)F.Andrelang(Bearb.),LandgerichtAibling,S.180;E.Noichl(Bearb.),Codex
Falkensteinensis,S.81*;J.B.Freed,TheCountsofFalkenstein,S.60;W
R6sener;BeobachmngenzurGrundherrschaft,S､144.
〔本稿は平成24-25年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(C)に
よる研究成果の一部である。関係各位に謝意を表したい｡〕
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